
経済交流､問断なく脈々と
18日までの反日デモに続き､

23､ 24の両日は内陸都市を中心

にまたもや反日デモが発生し

た｡同じころ､筆者は中国のあ

る沿海都市での会議においてプ

レゼンテーションをしていた｡

多くの現地関係者も含め､多数

の学生も会場にいた｡

しかし､ここでは反日的な動

きはなかった｡警察はおらず､

主催者による規制もなかった｡

日本の経済団体系シンクタンク

と中国の行政や大学との共催に

よるこのシンポジウムで､企業
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.を含む日中の関係者が束アジア

の経済発展と経済連携について

熱心に討議を重ねていた｡

中国側の担当者や会議をサポ
ートしてくれた複数のスタッフ

は日本留学の経験者であり､知

日派でもある｡彼らの熱心な支

えによって､この会議は日中関

係が厳しいこの時期に予定通り

開催できた｡

筆者のプレゼンは､昨今の日

本企業による戦略竜換､そして

投資受け入れ態勢の改善要望､
一層の企業間連携の必要性など

甲南大学教授　杉田俊明

であったが､中国側は熱心に耳

を傾けてくれた｡終了後も多く

の方に話しかけられ､対中投資

や日本企業の国際戦略に高い関

心を示してくれた｡

他の関係者のプレゼシも含

め､諸議論により､日中間にお

ける諸交流の重要性が改めて確

認された｡それに､初対面の関

係者が多くいたにもかかわら

ず､個人的雫友のきずなも強め

ることができた｡このように､

日中間における経済交流は多く

の関係者の努力により､間断な

く脈々と持続されている｡
一方､昨今､少なくとも中国

の9都市において発生したやや

大規模な反日デモ､そして､日

の丸が踏みつぶされ､日本車や

日系企業の看板が破壊されたの

も事実である｡加えて､ ｢反日｣

デモでありながら､ ｢貧富格差｣

｢腐敗汚職｣ ｢多党合作｣など

に関する横断幕が上げられてい

る姿もフジテレビによってとら

えられていた｡
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日中間において政治的な紛争

が存在し､頑固に反日的な動き

も存在している｡同時に､中国

国内において民衆と当局との闇

における問題もくすぶってお

り､どちらも一触即発的な側面

はないとは言い難いところもあ

る｡

中国との相互補完軸目互依存

関係が深まる中で､前線のよう

な､複雑かつ多面的な中国と向l:も

き合うことが求められている｡

相互理解を地道に深め､リスク

マネジメントも怠らない中で中

国ビジネスをこなすことが大切

だ｡

昭和33年1月27日　第三種郵便物認可<

LJSi n白55 I._.20;0-.'2*R82[2;;
<日刊19528号>

sugita
日付印 (部署と姓、西暦)




